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転送経路制御のための

転送パス遅延測定法に関する研究
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近年，ネットワークの高速・広帯域化に伴い，音声・動画像をストリーミング配信する

サービスが広く行われるようになった．そこで，転送経路の信頼性と安定性が求められてい

る．しかし，インターネットはベストエフォート型の通信システムであり，パケットの到達

性についての保証がされていない．そのため，ストリーミング配信のサービス品質を保証す

ることが困難となる．

ストリーミング動画を視聴するときに問題となるのが遅延ゆらぎである．また、遅延ゆら

ぎは転送経路上の負荷や機器の構成によって変化するので、遅延ゆらぎを観測することで転

送経路の状態を測れるのではないかと考えた。そこで本研究では、遅延ゆらぎを観測するこ

とでストリーミング配信時の転送経路の状態を測定する方法の開発を目指し、遅延ゆらぎと

転送経路の状態との関連性について検討を行った。

本論文では、数種類のネットワークのパターンで パケット転送実験を行い、実験結

果から遅延時間の変動とパケットロス発生との関連性を示している。遅延時間の変動の大き

さとパケットロス発生までの時間は反比例関係になり、遅延時間の変動の大きさとパケット

ロス数は比例関係になることが分かった。それにより、遅延ゆらぎを観測することで転送経

路の状態を把握できる見通しを得た。
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